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研究成果の概要（和文）：遠隔地から聴覚障がい者に対して情報保障を実施するための「モバイル型遠隔情報保障シス
テム」を我々は構築し，聴覚障がい学生のための情報保障手段として現在まで利用してきている．合理的配慮として言
及されているコミュニケーションの双方向性を確保するためには，学生からの表出（発言）もスムーズに実施できる必
要があり，そのための基礎的な調査を当該システムを改良等をしながら実施した．その結果，自分の音声を用いて表出
したいという割合が半数を超えるということが判った一方で，それ以外の学生には何らかのサポートが必要であること
も判明した．そのための工学的なインタフェース等の必要性に関しても言及した．

研究成果の概要（英文）：People who are deaf or hard of hearing may need to use support services, such as 
text messaging to access information, but this depends on the condition of their hearing. However, 
providing captioning services to deaf or hard-of-hearing people may be difficult in a case where such 
people need to access information from captionists when traveling. Therefore, we proposed, built, and 
operated the “Mobile-Type Remote Captioning System” to solve such problems. The need for methods of 
expression, for use by deaf or hard-of-hearing students in communication with instructors, when using 
this system were investigated in our study. Results indicated that almost 60% of the students wished to 
use their own speech as a method of expression. In contrast, the remaining students relied on other 
methods, for which technical support was required.

研究分野：情報保障工学
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１．研究開始当初の背景 
近年、聴覚障害者の高等教育機関進学率が
増加し、文字による同時字幕サービスへの期
待が更に高まっている。しかしながら現状で
は、屋外や移動を伴う状況下では自由に利用
できない事、同時字幕作成に要する人的コス
トの問題、字幕品質・情報量の問題、そして
特に双方向コミュニケーションのための聴
覚障害者側からの発言手法の問題が顕在化
してきている。 

 
２．研究の目的 
我々はこれまで、字幕サービス、特に『モ
バイル型遠隔情報保障システム』に関する研
究活動やそれを活かした字幕サービスの提
供を聴覚障害者のみを学生として受け入れ
る国立大学法人筑波技術大学で続けてきた。
本研究にて、新たなニーズに対応すべく、モ
バイル機器等の利用による情報保障環境の
改善を目指したい。 

 
３．研究の方法 
 聴覚障害者が健聴者と同様の情報を取得
しようとした場合、手話通訳や字幕提示シス
テムなどの情報保障手段が必要となる。聴覚
に障害を持った方々のみを学生として受け
入れる国立大学法人筑波技術大学（聴覚障害
系）で日々教育研究活動を実施している我々
は、長年、聴覚障害学生と聴覚障害を持った
教員のために様々な情報保障手段や通信手
法を駆使して対応してきた。また、これらの
実績を活かし学内のみならず、学外支援とし
て多くの支援実績も有する。例えば、我々が
実現した「携帯電話を活用したモバイル型遠
隔情報保障システム」や音声認識技術や要約
技術等を組み込んだ「大学院レベルなどの専
門性の高い講義でも精度を落とすことなく
文字化できるリアルタイム字幕提示システ
ム」がある。初等・中等教育や社会人に対し
て前者を用いたサポートには、100 回(平成
21 年度単年度分)を超える運用・支援実績が
ある。 
 ところで、本学は短期大学から四年制大学
への移行そして大学院設置に伴い、聴覚障害
学生とのコミュニケーションが困難な学外
非常勤講師による専門性の高い講義数の増
加および高度化が進んでいる。加えて、聴覚
障害学生の進学率増加に伴い、一般大学・大
学院への進学率が増加してきている。このよ
うな状況の中、一般の高等教育機関等に在籍
する聴覚障害者に対する講義保障（講義の場
に限った情報保障）に対処することも、現在
急務となってきている。 
 「携帯電話を活用したモバイル型遠隔情報
保障システム」では、スマートフォンのマル
チタスク機能を活用し、音声通話と字幕表示
を同時に行う。発話者が把持する Bluetooth
マイクロホンによって音声を取得し、その音
声をスマートフォンの音声通話で字幕作成
者へ送る。作成された字幕データは同じスマ

ートフォンで聴覚障害者に表示される。聴覚
障害者側の機材が携帯電話とマイクロホン
の 2つのみであり、CD ケース 2枚を重ねた程
度の大きさに納まり、且つ、運用が簡便であ
る。このため、例えば授業の一環としての教
育実習や研究所見学などで、既存のシステム
では実現できなかった移動を伴う状況下で
も電波が届く範囲内であれば利用すること
ができるという利点が、現在までの研究活動
で判っている。また講義室側のシステム運用
は聴覚障害者自身が担当でき、技術スタッフ
が不要なため、人的なコスト削減に大きく貢
献している。このように利用環境に捕らわれ
ず、発話者の音声を文字化するというニーズ
には応えられたが文字による情報保障特有
の問題として双方向性確保の問題が未だ残
されている。コミュニケーション上必要不可
欠であるにも関わらず、聴覚障害者からの方
向の意思伝達手法について、研究的な立場か
らの調査などは、現在も国内に於いては不十
分な状況である。よってこれについて調査し、
必要に応じてシステム構築を行う予定であ
る。また、現行のシステムは利用者の意見を
聴取してはいるが試行錯誤的に実現した暫
定的なシステム構成であり、字幕作成側の機
材運用にはある程度の知識を有する担当者
も必要である。字幕作成側の機材運用に関し
ても人的なコスト削減のために最適なシス
テム構成を目指す必要がある。 
 このために、本研究活動やその成果として
は「通信手法の最適化に関する研究」、およ
び、「聴覚障害者側からの表出に関する規約
や工学的手法に関する研究」を主とした。 
 
４．研究成果 
 前者の研究に関して： 後者研究状況も踏
まえて「モバイル型遠隔情報保障システム」
の改良や、「モバイル型遠隔情報保障システ
ム」の問題点を改善した新規システムの開発
を、多くの教育機関での運用から多くの知見
を得て実施した。 
 後者の研究に関して： 合理的配慮として
言及されているコミュニケーションの双方
向性を確保するためには、学生からの表出
（発言）もスムーズに実施できる必要があり、
そのための基礎的な調査を当該システムを
改良等を実施しながら実施した。 
 「モバイル型遠隔情報保障システム」は、
学外での工場・研究所見学の際に聴覚に障が
いのある本学産業技術産業情報学科の学生
82 名(20～22 歳)に対して情報保障手段とし
て利用された。参加学生の聴力の状態は、両
耳の聴力レベルが概ね 60 デシベル以上のも
の又は補聴器等の使用によっても通常の話
声を解することが不可能若しくは著しく困
難な程度である。見学は 6回行われた。参加
学生は各回のどれか 1 回のみ参加した。1 回
の見学で概ね2時間程度の本システム利用を
参加学生は経験した。学外での工場・研究所
見学は、Fig.1 や Fig.2 のイラストで示した



ように、屋内でのバイオプラントに関する説
明や屋外でのソーラーパネルに関する説明
など、実施回毎に 10 箇所程度の説明ポイン
トがあり、また、そのポイント間は徒歩によ
る移動もあり、その際にも説明や対話がなさ
れた。概ね 2時間程度の見学時に学生からの
質問が 10 件程度であった。質問の際の各参
加学生の表出方法に対しては何ら制限を与
えず、各自の判断にて発話、携帯電話の文字
入力機能，筆談などで表出して貰ったが、見
学中は発話による表出を用いる参加学生が
比較的多く見受けられた。尚、学外での工
場・研究所見学には実験者が同行し、その実
験者が音声送信用としてスマートフォンを
所持した。また、参加学生には字幕表示のみ
を行う目的でスマートフォンを所持して貰
った。なお、実験者から各参加学生には予め
本研究に関してインフォームドコンセント
を実施し、合意が得られた学生にのみアンケ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ートに回答して貰った。 
 その結果、４つの選択肢の内の 3つの手法
（「（本システムで利用している）携帯電話の

画面に文字を入力し、それを見て貰い、自分
の意思を伝えたい」、「筆談で自分の意思を伝
えたい」、「自分の携帯電話の画面に文字を入
力し、それを見て貰い、自分の意思を伝えた
い」）と比較して、「自分の発話能力を使って
表出したい」という選択枝が有意であること
が判った。このような被験者はその意思伝達
の容易さやリアルタイム性を大きな利点と
考えており、コミュニケーション上の時間遅
延とそれに伴う双方の心理的な負担を嫌う
ことがアンケートの他の項目から判った。 
 一方、発話以外の他の手法である表出方法
（「（本システムで利用している）携帯電話の
画面に文字を入力し、それを見て貰い、自分
の意思を伝えたい」）を選んだ被験者では、
自身の発話能力を判断し、意思伝達の容易さ、
確実性、そしてリアルタイム性を大きな利点
と考えていることが判った。また、表出方法
（「筆談で自分の意思を伝えたい」）を選んだ
被験者では、自身の発話能力に関する明確な
表記はなかったものの、表出方法（「（本シス
テムで利用している）携帯電話の画面に文字
を入力し、それを見て貰い、自分の意思を伝
えたい」）と同様に、意思伝達の容易さ、確
実性、そしてリアルタイム性を大きな利点と
考えていることが判った。 
その結果、自分の音声を用いて表出したい
という割合が半数を超えるということが判
った一方で、それ以外の学生には何らかのサ
ポートが必要であることも判明した。そのた
めの工学的なインタフェース等の必要性に
関しても言及した。 
 これらの研究成果を下記の「５．主な発表
論文等」にて公開した。 
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Fig.1 学外見学での本システム利用例 1 
（研究所屋上の太陽エネルギーシステム） 
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Fig. 2 学外見学での本システム利用例 2 
（バイオプラント） 
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